
※　よくあてはまる（４点）、あてはまる（３点）、あまりあてはまらない（２点）、あてはまらない（１点）、分からない（０点）

№ 保護者の評価項目 よくあてはまる あてはまる
あまり

あてはまらない
あてはまらない 分からない

平均点

(満点４点)

学校運営 1
　学校は、働き方改革を進め、業務の効率化・合理化・組織化等

により充実した教育活動を行っていますか。
28.8% 56.1% 0% 0% 15.1% 3.3

2

　学校は、個別の教育支援計画・個別の指導計画について、児童

生徒に応じた目標や評価、情報等を分かりやすく書いています

か。

68.5% 30.1% 1.4% 0% 0% 3.7

3
　学校は、通知表「成長の記録」について、学習成果等を分かり

やすく書いていますか。
75.3% 24.7% 0% 0% 0% 3.8

4
　学校は、児童生徒に対して適切な言葉遣いや態度、身だしなみ

で指導・支援を行っていますか。
52.1% 41.1% 2.7% 0% 4.1% 3.5

生徒指導 5
　学校は、児童生徒の人間関係の構築やいじめについて、適切な

指導・支援を行っていますか。
41.1% 47.9% 1.4% 0% 9.6% 3.4

進路指導 6
　学校は、進路に関する情報について、分かりやすい説明や情報

提供を行っていますか。
43.8% 45.3% 4.1% 0% 6.8% 3.4

保健指導 7
　学校は、児童生徒の健康観察・健康診断等を行い、適切な保健

指導を行っていますか。
58.9% 38.3% 1.4% 0% 1.4% 3.6

安全指導 8 　学校は、実際的な防災訓練や交通安全指導を行っていますか。 56.2% 37.0% 0% 0% 6.8% 3.6

学級会計 9
　学校は、学級費を適切に使い、保護者へ使途等について十分な

説明を行っていますか。
71.2% 27.4% 0% 0% 1.4% 3.7

保護者との連携 10
　学校は、ホームページや各種便り、メール配信サービス「楽

メ」等で分かりやすく、適切に情報発信を行っていますか。
45.2% 50.7% 4.1% 0% 0% 3.4

地域との連携 11
　学校は、地域の人的・物的資源を活用し、地域や関係機関と連

携した活動を行っていますか。
38.4% 42.4% 4.1% 0% 15.1% 3.4

ＰＴＡ活動 12
　学校は、社会情勢を踏まえ、保護者と教職員が連携し、PTA活

動を行っていますか。
37.0% 57.5% 1.4% 0% 4.1% 3.4

スクールバス 13

（スクールバス利用のご家庭のみお答えください）

　学校は、スクールバスの安全運行を目指した取組を行っていま

すか。

60.1% 34.5% 1.8% 0% 3.6% 3.6

3.5
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※　よくあてはまる（４点）、あてはまる（３点）、あまりあてはまらない（２点）、あてはまらない（１点）

項　目 № 教職員の評価項目 よくあてはまる あてはまる
あまり

あてはまらない
あてはまらない

平均点

(満点４点)

1-1
　学校は、働き方改革を進め、業務の効率化・合理化・組織化等に

より充実した教育活動を行っている。
4.2% 74.7% 19.7% 1.4% 2.8

1-2
　学校は、ＩＣＴを有効に活用し、計画的・効率的に業務を行ってい

る。
5.6% 80.3% 14.1% 0% 2.9

1-3 　学校は、服務規律の保持や不祥事防止について取り組んでいる。 36.6% 59.2% 4.2% 0% 3.3

1-4 　学校は、環境の整備や節約について取り組んでいる。 15.5% 63.4% 21.1% 0% 2.9

1-5
　学校は、学校は、同僚の心身の健康維持に気を配り、業務を行って

いる。
12.7% 53.5% 28.2% 5.6% 2.7

1-6 　学校は、初任者・転入者に対して適切な研修を行っている。 11.3% 77.5% 9.8% 1.4% 3.0

2
　学校は、専門的な知識の基、児童生徒の教育的ニーズ（個別の教

育支援計画・個別の指導計画）に応じた指導・支援を行っている。
14.1% 76.1% 9.8% 0% 3.0

3
　学校は、ICT機器の活用や学習評価をとおして、学習指導の工夫・

改善を行っている。
8.5% 70.4% 21.1% 0% 2.9

4
　学校は、児童生徒に対して適切な言葉遣いや態度、身だしなみで指

導・支援を行っている。
5.6% 74.7% 16.9% 2.8% 2.8

生徒指導 ５
　学校は、児童生徒の人間関係の構築やいじめについて、適切な指

導・支援を行っている。
14.1% 81.7% 4.2% 0% 3.1

進路指導 6
　学校は、児童生徒及び保護者のニーズを踏まえ、分かりやすい説

明や情報提供を行っている。
9.9% 80.2% 9.9% 0% 3.0

保健指導 ７
　学校は、児童生徒の健康観察・健康診断等、適切な保健指導を

行っている。
29.6% 66.2% 4.2% 0% 3.3

安全指導 ８ 　学校は、実際的な防災訓練や交通安全指導を行っている。 35.2% 57.8% 5.6% 1.4% 3.3

学級会計 9
　学校は、学級費を適切に使い、保護者へ使途等について十分な説

明を行っている。
26.8% 70.4% 2.8% 0% 3.2

保護者との連携 10
　学校は、ホームページや各種便り、メール配信サービス「楽メ」等

で情報を分かりやすく、適切に保護者に伝えている。
21.2% 74.6% 4.2% 0% 3.2

地域との連携 11
　学校は、地域の人的・物的資源を活用し、地域や関係機関と連携

した活動を行っている。
5.6% 81.7% 9.9% 2.8% 2.9

ＰＴＡ活動 12
　学校は、社会情勢を踏まえ、保護者と教職員が連携し、PTA活動を

行っている。
9.9% 78.8% 11.3% 0% 3.0

スクールバス 13 　学校は、スクールバスの安全運行を目指した取組を行っている。 54.9% 45.1% 0% 0% 3.5

14
　児童生徒の力を最大限発揮するために「つなげる」指導・支援を

行っている。（APDCAサイクルの確立等）
14.1% 73.2% 12.7% 0% 3.0

15
　児童生徒が中心の「つながり」に基づいた指導・支援を行ってい

る。（学年・学部間交流、支援体制づくり等）
9.9% 77.4% 12.7% 0% 3.0

16
　地域の人材や資源を教材として「つなげる」学校づくりを進めてい

る。（学校運営協議会、外部関係機関との連携等）
8.5% 81.7% 7.0% 2.8% 3.0

17

　児童生徒がいかにあるべきか考えられ、児童生徒が主語の学校で

ある。（児童生徒の人権尊重、一人一人に応じた教育プランの共有

等）

14.1% 74.6% 9.9% 1.4% 3.1

18

　健康安全・防災安全・服務規律・心理的安全が重視され、互いに

気付き合える安心・安全な学校である。（複数の目での確認、発信

しやすい環境、役割の明確化等）

15.5% 70.4% 12.7% 1.4% 3.0

19
　アサーティブでやわらかな心があり、教職員にとって働きやすい学

校である。（日頃からの働きやすい職場づくりの確認等）
9.9% 56.3% 31.0% 2.8% 2.7

3.0

令和７年度北見支援学校　学校自己評価【教職員】結果
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令和８年（2026年）１月 23日 

北海道北見支援学校 

 

令和７年度学校評価結果の分析 

 

１ 保護者アンケート結果について 

（１）回収率及び基準点 

回収率は 69.5％でした。また、評価点 3.0（あてはまる）を「基準点」と設定しました。 

 

（２）評価項目及び評価結果 

評価項目について、今年度は文言の整理や、今年度のグランドデザインに沿った内容に変更し 

   ておりますので、評価結果については、昨年度との単純比較はできません。 

評価結果について、全項目において基準点 3.0を上回っており、とても高い評価を得ているこ 

とがうかがえます。今後も、保護者の皆様と手を携え、学校運営を推進し、学校教育活動の充実 

を図りたいと考えます。一方で、「分からない」という回答の割合が高い項目については、内容 

や対応の工夫改善に努めていきたいと考えます。 

 

（全体平均点 3.5） 

◎最も評価点が高い項目 

【No.３ 学校は、通知表「成長の記録」について、学習成果等を分かりやすく書いていますか。】 

3.8 

通知表について、児童生徒の成長の様子、手立てや目標達成に向けた過程を分かりやすく記載して

いることや、保護者との懇談において丁寧かつ具体的な説明により、共通理解が得られていると考え

ます。 

 

●「分からない」の回答が 10％を超えた項目 

【No.１ 学校は、働き方改革を進め、業務の効率化・合理化・組織化等により充実した教育活動を行

っていますか。】15.1％ 

要因として、質問内容が学校内部の側面が大きいことから、中身が見えにくく回答しづらいことが

考えられます。質問内容の見直しとともに、働き方改革の取組の見える化を進め、より一層保護者と

協力、連携し、教育活動の充実につなげていきたいと考えます。 

【No.11 学校は、地域の人的・物的資源を活用し、地域や関係機関と連携した活動を行っています 

か。】15.1％ 

要因として、情報発信や広報活動の不足が大きいことが考えられます。地域資源の活用や地域との 

連携した取組について、各種便り、各種懇談・研修会、ＨＰ等で積極的に発信し、「地域とともにあ 

る学校」の実現に努めていきたいと考えます。 

 

（３）自由記述（学校の在り方や取組の改善・充実に向けた方策）について 

次のとおり、幾つか意見や方策が提示されました。学校内でしっかりと共有し、緊急性のある 

   事項や容易に改善でき高い効果が期待できる事項については、次年度に向けて検討し、具体策を 

講じていきたいと考えます。 
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■バスの運行時間について、決められている時間よりも早く周らないでほしい。 

➜児童生徒が利用するバス停については、原則、定刻通り通過しております。ただし、年間通じて誰

も利用しないバス停や、事前の連絡を受け、その日に誰も利用しないバス停については、設定時刻よ

りも早く通過することがあります。今後も、事前に登録、連絡いただいたバス停での確実な乗車と安

全を優先し、定刻運行を目指しますのでご理解をお願いいたします。 

■校外活動時における熊出没時の対応について周知してほしい。 

➜校外活動について、児童生徒の安全を十分に考慮し実施しております。また、現在、熊出没時のマ

ニュアルを作成中ですので早めの情報発信に努めてまいります。それ以外の危機管理に関わる対応に

ついても、基本事項等を周知できるよう進めてまいります。 

■経費削減は無駄を省く程度にしていただき、具体的には、宿泊研修の行き先変更、プール学習の中

止、バス・ホテル代金の不足時の対応として足りない分は、PTA会費の値上げを検討してほしい。  

➜今年度の PTA会費の決算状況や道費の運用（北海道教育委員会の旅費の配分）状況を踏まえ、PTA

役員会で十分に検討し、次年度の PTA総会にて PTA会費や予算（案）等を提示したいと考えていま

す。また、引き続き、外部機関や関係施設の状況を把握するとともに、学習の目的を明確化させ学習

効果のある活動の実施に努めてまいります。 

■宿泊行事では、親が写真を撮れないため教員が撮影した写真（データ）を販売してほしい。 

➜制度上、販売することができません。現在、写真については学級通信等に掲載しておりますが、そ

の他の方法について、個人情報の取扱いや教職員の業務等を踏まえ検討したいと考えています。 

 

２ 学校自己評価【教職員】について 

（１）回収率及び基準点 

回収率は 100％でした。また、評価点 3.0（あてはまる）を「基準点」と設定しました。 

 

 （２）評価項目及び評価結果 

今年度、教職員評価については学校評価の主旨を踏まえ、昨年度とは異なり、個人の視点から 

ではなく学校としての視点で評価を行うこと（主語を、「私→学校」に変更）としました。 

また、評価項目について、今年度は文言の整理や今年度のグランドデザインに沿った内容に変 

更しているため、評価結果については、昨年度との単純比較はできません。 

 

（全体平均点 3.0） 

◎基準点 3.0を上回る項目（No.1-3、５、７、８、９、10、13、17） 

上記項目について、教職員の意識の高さが学校全体の取組として機能していることや、各取組の PDCA 

サイクルの確立が進められていることがうかがえます。今後も、個業と組織業のバランスを保つとと

もに、目的と効果を照らし合わせ、学校運営の推進及び学校教育活動の充実に努めたいと考えます。 
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●基準点 3.0を下回る項目（No.1-1、1-2、1-4、1-5、３、４、11、19） 

上記項目の中で、「あまりあてはまらない（２点）」、「あてはまらない（１点）」の割合が 20％ 

 を超える項目についての対策は、次のとおりです。 

【1-1 学校は、働き方改革を進め、業務の効率化・合理化・組織化等により充実した教育活動を行っ

ている。】2.8 

働き方改革について、教職員の意見を総合すると、「個の意識」、「業務の偏り」、「組織体制の見

直し」など改善の余地が大きいため、学校経営方針に設定し、改善を図りたいと考えます。また、業務

スケジュールを活用、可視化することでタイムマネジメントを高め、より組織的な対応につなげたいと

考えます。 

【1-4 学校は、環境の整備や節約について取り組んでいる。】2.9 

節電の対応については、毎月事務部より電気料金一覧が提示されています。各使用教室の節電や安全

安心な環境整備ついて、全教職員が意識し続けることが重要であると考えます。また、校舎増築をきっ

かけに、個人及び各部署で整理整頓、不要物等の処理・処分を確実に行いたいと考えます。 

【1-5 学校は、同僚の心身の健康維持に気を配り、業務を行っている。】2.7 

学校経営方針の重点項目を整理し、これまで以上に互いに信頼し合い、学び合い、支え合える関係性

を構築し、同僚性を高められるよう状況の改善を図るとともに、体系的な研修の実施等により、チーム

力が発揮しやすい環境づくりに努めたいと考えます。 

【３ 学校は、ICT機器の活用や学習評価をとおして、学習指導の工夫・改善を行っている。】2.9 

ICT 機器の活用については、今年度実施した校内研修（任意参加）を踏まえ、学習効果や指導力の向

上につなげたいと考えます。次年度も、ICT 教育推進委員会等を中心に教職員の実態やニーズに応じた

研修の実施につなげたいと考えます。 

【19 アサーティブでやわらかな心があり、教職員にとって働きやすい学校である。】2.7 

それぞれの立場、経験、指導観、教育観の違い等を認め、自他を尊重する意識を強くもつことが重要

であると考えます。併せて、対話や建設的な話し合いをとおして相互理解を深めるとともに、運営委員

会や各種校内研修を活用し心理的安全性が高い組織づくりに努めたいと考えます。 

 

（３）自由記述欄（学校のありか改善・充実に向けた方策について） 

   多くの意見や方策が提出されました。緊急性のある事項や、容易に改善ができ高い効果が期待でき 

る事項については、次年度に向けて検討するとともに、実施可能な取組については随時実施し、改善 

を図っていきたいと考えます。 

また、上記（２）で触れた項目以外の２項目についての対策は、次のとおりです。 

【４ 学校は、児童生徒に対して適切な言葉遣いや態度、身だしなみで指導・支援を行っている。】 

■児童生徒への呼び捨てや、不適切な発言などを改めていくことが必要である。 

➜それぞれが自身の言動に自覚と責任をもつとともに、適宜及び定期的（会議や打合せ等）に発信し、

同僚同士での意識啓発を促進していきたいと考えます。 

【12 学校は、社会情勢を踏まえ、保護者と教職員が連携し、PTA活動を行っている。】 

■PTA活動において保護者等が主体となって取り組めるようにし、教職員の負担を軽減したい。 

➜PTA 役員や学校運営協議会において課題意識を共有し、保護者が企画、参加、協力しやすい働き掛け

や活動等の工夫を講じていきたい。 

  

 

 


